
1

第6次日進市総合計画に係るアンケート結果報告書 

実施概要 

当初は、概ね小学校区を対象に、家庭教育推進委員会へ協力をお願いして地域別懇談

会を開催することを計画していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

やむを得ず中止としました。 

地域別懇談会の代替手法として、各区への依頼やにっしんお知らせめーるなどにより、

下記の通り、「第６次日進市総合計画に係るアンケート」を実施しました。 

１ 回答期間 

2020年（令和２年）１０月１９日（月）から１１月２０日（金）まで 

２ 対象者 

市内在住、在勤、在学の人

３ 回答方法 

（１）あいち電子申請システム 

（２）アンケート用紙 

４ 質問項目 

Ⅰ あなたのことについて 

①性別、②年齢、③住まい（町名） 

Ⅱ 住んでいる地域の良いところについて 

④あなたの住んでいる地域の良いところを教えてください。 

⑤地域の良いところを伸ばすために自分たち（個人・地域）にできることを教え

てください。 

Ⅲ 住んでいる地域の困りごとについて 

⑥あなたの住んでいる地域の困りごとを教えてください。 

⑦地域の困りごとを解決するために自分たち（個人・地域）にできることを教え

てください。 

Ⅳ 10 年後にあったらいいなと思うこと 

⑧あなたの住んでいる地域に１０年後あったらいいなと思うことを教えてくだ

さい。 

⑨10年後もっと住みやすい地域とするために、自分たち（個人・地域）にでき

ることを教えてください。 
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回答者のプロフィール

Ⅰ あなたのことについて

性別 年齢構成 居住地域※

※東部地域：藤枝町・米野木町・三本木町・藤島町・北新町・五色園・栄・米野木台

中部地域：蟹甲町・折戸町・本郷町・岩崎町・岩藤町・南ケ丘・東山・藤塚・竹の山

西部地域：赤池町・赤池・赤池南・浅田町・浅田平子・梅森町・梅森台・野方町・香久山・岩崎台

※居住地域は、地域包括支援センターの担当地区を参考に分けています。

※四捨五入しているため、パーセントの合計が 100.0％にならないことがあります。

主な意見 

Ⅱ 住んでいる地域の良いところについて 

【東部地域】 

地域の良いところ  自分たちにできること 

●都会と田舎の良さが両立している。 

●交通（名鉄・地下鉄）が便利である。高速
インターに近い。（三好インター、名古屋
インター、日進ＪＣ） 

●新しい住宅街で、同じ年代の家族が多い。

●自治会の活動が活発で、交通防犯活動が
よく行われている。青パト巡回、登下校の
学童見守り、年末パトロールなど、地域コ
ミュニティが充実している。 

●美しいまちづくりのため、ゴミ拾い、ゴミ
処分に協力していきたい。天白川をきれ
いにする（岸辺に花いっぱいを！） 

●周りの家族とコミュニケーションをと
り、つながりを深める。 

●地域活動を通して住民同士の交流が進
み、お互い協力し合い助け合える暮らし
が自然に営まれるよう、皆で努めていく。
例えば、買い物支援、地域の人皆で登下校
時の児童の交通防犯見守り、災害発生時
の通信網の構築、要支援者の保護など、で
きることから備えていく。 

【中部地域】 

地域の良いところ  自分たちにできること 

●自然が豊か。田畑が多く、市やコミュニテ
ィによる田畑の運営も盛ん。 

●地域の関係がしっかりしている。 

●閑静な住宅街、子どもが多い。 

●地域の活動が盛ん。 

●岩崎川周辺は田園風景が残っている一
方、香久山・竹の山方面はお店も多くて生
活に便利。 

●自然環境の保全、田畑の維持を個人では
なく、他者との助け合いに移行する。 

●地域の外から入ってきた人を受け入れる
姿勢を持つ。 

●登下校時の子ども達を見守りながら保護
者同士の交流や、危険個所の確認をする。

●積極的に地域の活動に家族で参加する。

●日進のよさを理解し、ふるさととしての
誇りと愛着を子どもたちに伝えていく。
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【西部地域】 

地域の良いところ  自分たちにできること 

●地域行事、活動が充実 

●町がきれいで、子どもの遊べる公園がた
くさんある。どこの公園もきれいに管理
されていて安心して子どもを遊ばせるこ
とができる。 

●ほどよく田舎でほどよく商業施設があ
り、子育てや居住するのには良い地域だ
と感じている。 

●駅までは少し距離があるが、地下鉄駅ま
でのバスの本数が多く、名古屋駅までの
高速バスなど都会へ出るにも手段が多い
のも魅力のひとつ。 

●お月見どろぼうへの参加や、見守り。夏祭
りへの参加、協力、お手伝い。 

●干渉し過ぎないが顔はわかって温かく見
守るような、ほどよいご近所づきあいを
続ける。 

●清掃も含めた地域活動への積極的な参加

●公園の環境は非常に大事なのでゴミを持
ち帰りきれいな状態を保つ。 

●市内のいろいろな場所に出かけ、経済を
回す。市内の施設の利用。 

●地域の情報の発信。 

Ⅲ 住んでいる地域の困りごとについて 

【東部地域】 

地域の困りごと  自分たちにできること 

●駅前は明るいが、少し離れると電灯がな
くて、薄暗く怖い。 

●防災訓練の参加率が低い。皆が意識が高
いとは言えない。 

●交通が不便。車がないと生活必需品を買
うことも、困難。近くに食料品を購入でき
るスーパーがない。 

●地域には広大な空き地があるのに、草が
伸び放題で遊べる空間になっていない。

●小学校になると習い事をする子が多くな
り、放課後でも公園に誰もいない事が多
い。子どもの体力向上や異なる学年との
コミュニケーションに支障があるのでは
と心配。 

●防災訓練の参加、声掛けを行う。 

●買い物支援は、自治会中心で始められよ
うとしている。個人でできることは、常日
頃から自分の家の隣近所の住民の方々と
コミュニケーションをとっておくこと。

●地域の草刈りのタイミングで、清掃等を
実施し、子ども達の遊び場を確保する。

●子どもと公園や山で遊ぶ。 

【中部地域】 

地域の困りごと  自分たちにできること 

●子育て世代は、相談する場があるが、子ど
もが大学、社会人になると、困り事があっ
ても相談する場がない。 

●困っていてもSOSを出せない人が多い。

●空き家の管理の問題がある。 

●車がないと買い物などに行けない。高齢
者が増えつつあるので、車問題は切実。

●地域内の道が細く複雑。それに加えて塀
がしっかりしている家が多いので、泥棒
等も噂に聞く。 

●ゴミ出しのマナーが悪い場所があり、カ
ラスが来てゴミを荒らす。 

●高齢化による独居や老々介護の増加。 

●提案、発言できる所があればどんどん発
信していく。 

●個人的な困りごとであっても共有し、み
なで解決策を考える場をつくる。 

●車を手放した人に買い物等のお声掛けを
する。 

●泥棒対策として、道で会う人には知らな
い人でも挨拶をするようにしている。 

●ゴミ出しルールを守る。 

●自治会より小さい単位の「隣組」のような
範囲でのコミュニケーションがとれれば
良いと思うが、プライバシーの問題もあ
り、現状は挨拶程度。 
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【西部地域】 

地域の困りごと  自分たちにできること 

●手ぶらで犬の散歩をしている人がいる。
道路や公園で犬の糞が放置されていると
気が滅入る。 

●交通渋滞が激しい。 

●西小に向かう通学路の歩道が狭い。交通
量の多いところに信号のない横断歩道が
ある。生活道路でもスピードを出す車が
抜け道でよく使う。 

●高齢者の方にとっての身近な交通機関
（くるりんばす）が不便で、見直しを必要
とする。 

●ペット愛好家同士で日ごろからコミュニ
ケーションをとる。 

●車の使用を極力減らす。自転車の使用を
増やす。徒歩での移動を増やす。 

●見守り活動。安心・安全のパトロールを継
続する。 

●道路が狭いところは、相互に気を付ける
ように努力する。 

●香久山では、ワンコインサービス事業が
立ち上がり、困りごとの解決に役に立っ
ている。さらに充実していけたらと思う。

Ⅳ 10年後にあったらいいなと思うこと 

【東部地域】 

10年後にあったらいいなと思うこと 自分たちにできること 

●飲食店が増えてほしい。パン屋、コーヒー
ショップ。生活に必要なドラッグストア
ばかりで、本屋やカフェなど、少し娯楽要
素のあるような楽しめるお店がほしい。

●地域で気軽に交流できる場所や機会があ
る環境。 

●伝統文化の継承。（おまんと祭り、天王祭
り）花いっぱい、天白川。防犯カメラの設
置。（各拠点、駅前、通学路等） 

●自分のことばかり考えず、誰かの迷惑に
なることはしない。 

●地域でできることは、なるべく協力して
行う。 

●自治会や近所の活動に参加・協力する。

●日頃からの住民同士の声かけ。 

●ボランティア活動（お年寄りの手助け、買
い物支援等、パトロール活動、交通安全）。

【中部地域】 

10年後にあったらいいなと思うこと 自分たちにできること 

●芝生の広場があるだけでも良いので清潔
感があって安心して散歩できる公園。 

●気軽に集まれる場所でヨガとかスポーツ
できるスポット。 

●子どもの声が聞こえる場所。 

●移動支援、移動販売など高齢者を支える
手立てがあるとよい。地域の集会所がも
っと活用できるとよい。 

●タクシーとバスの中間くらいのもので病
院やお店に行きやすい交通手段。 

●地域の交流を深め、仲良くなればお互い
に思いやりを持って生活できるようにな
る。 

●できないことをお互い助け合う仕組みが
あるとよい。有料でよい。 

●地域の活動にできる限り参加する。 

●地域ボランティアがあったら参加した
い。色々な方と交流できたらよい。色々な
方と意見交換してよりよく過ごせたら楽
しい。 

●アイデアを募ったり、話し合いの場を作
ってみる。いろんな立場の方の意見を聞
く。 

【西部地域】 

10年後にあったらいいなと思うこと 自分たちにできること 

●地域の人々が気楽に利用できる場所（ホ
ットカフェ、Nカフェ）の充実。 

●部活が少なくなり、サッカーや野球ので
きる公園も今はなく、学校のグラウンド
でも良いので、できる場所があればよい。

●高齢者が安心して生活できる住環境。 

●世代間を越えての交流の場をつくる事、
一人ひとりの思いやりが大切。 

●地域での交流を気軽にとれる場所をつく
る。 

●地域の活動に参加する。 

●自治会へ全家族入会を目指して、一歩ず
つ進む。 


